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油 相 撲 （ ト ル コ 語 で は ヤ ー ル ・ ギ ュ レ シ ュ Ya ğ l ı  G ü r e ş、 身 体 に
油（ y a ğ）を 塗 っ て 行 う 相 撲 ・ レ ス リ ン グ（ G ü r e ş）の 意 ）は 何 世 紀
に も 渡 り ト ル コ 民 族 に 愛 好 ・ 伝 承 さ れ て き た 伝 統 的 な ス ポ ー ツ で あ

る 。（ 図 １ ）  
牧 草 地 の よ う な 広 大 な 草 原 を リ ン グ と し 、 黒 い 牛 皮 製 の タ イ ツ を

身 に 纏 い 、 全 身 に オ リ ー ブ 油 を 塗 っ た レ ス ラ ー 達 が 、 互 い の 力 が つ

き る ま で 勇 猛 果 敢 に 相 撲 を 繰 り 広 げ る 。 武 器 と な る の は 互 い の 鍛 え

上 げ ら れ た 肉 体 だ け で あ り 、 闘 い の 勝 者 に は 名 誉 と 共 に 財 産 と な る

家 畜 、 賞 金 や 黄 金 の ベ ル ト な ど 多 大 な 報 酬 が 与 え ら れ る 。  
 
か つ て ト ル コ 系 の 人 々 が 遊 牧 民 と し て 草 原 を 家 畜 と 共 に 移 動 し て

暮 ら し て い た 時 代 か ら 、 相 撲 は 子 供 同 士 の 遊 び や 結 婚 式 な ど の 宴 会

の 余 興 、 つ ま り 一 種 の 娯 楽 と し て 、 あ る い は 絶 え 間 な い 部 族 間 や 異

民 族 と の 抗 争 に 備 え た 身 体 的 教 育 の 一 環 と し て 、 彼 等 の 生 活 に 積 極

的 に 取 り 入 れ ら れ て き た 。  
や が て オ ス マ ン 帝 国 の 台 頭 と そ の 支 配 が 進 行 し 、 人 々 の 定 住 化 お

よ び 西 洋 で 獲 得 し た 新 し い 領 土 へ の 移 住 が さ か ん に な る に つ れ 、 相

撲 の ス タ イ ル も ま た 新 た な 変 遷 を 辿 る こ と に な る 。 ギ リ シ ア 人 の 間

で 行 わ れ て い た レ ス リ ン グ の 影 響 を 受 け て 、 身 体 に オ リ ー ブ 油 を 塗

っ て か ら 相 撲 を 取 る よ う に な っ た の で あ る 。  
そ れ ま で は 禁 止 事 項 で あ っ た 油 を 塗 る と い う 行 為 に よ っ て 、 レ ス

ラ ー 達 の 身 体 は 滑 り や す く な り 相 撲 を 組 み 合 う 際 に は 身 体 的 条 件 の

ほ か に も 彼 ら 自 身 の テ ク ニ ッ ク が 問 わ れ る よ う に な っ た 。 よ っ て そ

れ ま で は 能 力 差 や 体 格 差 な ど で あ る 程 度 勝 敗 が 予 想 さ れ て い た ト ル

コ の 相 撲 は 、 観 客 を よ り 愉 し ま せ る も の と な っ た の で あ る 。  
 
本 論 は 、 油 相 撲 を そ の 歴 史 と 文 化 的 位 置 づ け か ら 分 析 し 、 ま た 日

本 に お い て は い ま だ マ イ ナ ー な 競 技 で あ る こ の ス ポ ー ツ を 研 究 す る

も の で あ る 。 し か し 残 念 な こ と に 、 例 外 と し て Ö z b a y  G ü v e n ら の
研 究 が 1あ る も の の 、ト ル コ で は 現 在 ま で こ の ス ポ ー ツ に 関 す る 本 格

的 な 研 究 は ほ と ん ど 行 わ れ て い な い 。  
さ ら に レ ス リ ン グ ・ 相 撲 な ど の 素 手 で 行 う 格 闘 技 を 扱 う 研 究 に お

い て は 、 ギ リ シ ア の 古 代 オ リ ン ピ ッ ク に 端 を 発 し 、 中 世 に 一 度 衰 退

                                
1  Ö z b a y  G ü v e n , ” T ü r k l e r d e  S p o r  K ü l t ü r ü ” , A t a t ü r k  k ü l t ü r , d i l  v e  t a t i h  y ü k s e k  

k u r u m u  A t a t ü r k  k ü l t ü r  m e r k e z i  y a y ı n l a r  s a y ı : 5 7 , A n k a r a , 1 9 9 2  

Ö z b a y  G ü v e n , O s m a n  D a l a m a n  v e  D u r s u n  A y a n , ” O s m a n l ı  D e v l e t i n ’ d e  G ü r e ş i n  

K u r u m l a ş m a s ı  Ü z e r ı n e  B a z ı  D ü ş ü n c e l e r ” , A l a a d i n  A k o z  b a y r a m  Ü r e k l i  R u h i  

Ö z c a n ( h a z . )  U l u s l a r a r a ı  K u r u l u ş u n u n  1 0 0  Y ı l  D ö n e m i n d e  B ü t ü n  Y ö n l e r i y l e  

O s m a n l ı  D e v l e t i  K o n g r e s i , K o n y a , 2 0 0 0  
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を 見 せ た も の の 近 代 オ リ ン ピ ッ ク に お い て 再 び さ か ん に な っ た と す

る ヨ ー ロ ッ パ 寄 り の 研 究 2が 中 心 で あ り 、中 世 に お け る ア ジ ア・中 近

東 地 域 で 行 わ れ て き た 相 撲 の 研 究 は 主 流 で は な い の が 現 状 で あ る 。  
こ の た め 本 論 で は 主 な 資 料 と し て ア カ デ ミ ッ ク な 立 場 で 書 か れ た

著 作 で は な い も の の 、 現 在 も ト ル コ の 一 都 市 エ デ ィ ル ネ の ク ル ク プ

ナ ル で 毎 年 開 催 さ れ て い る 油 相 撲 の 大 会 委 員 長 （ K ı r k p ın a r  A ğ a）
を 務 め た 、 A l p e r  Ya z o ğ l u 3氏 の 個 人 的 な 回 想 録 を 使 用 し た 。  

 
 
 
第 一 章  油 相 撲の歴 史 的な位 置づけ  
 
第 一 節  諸 地 域 に お け る 相 撲  
 
 相 撲 と は 二 人 の 人 間 が 押 し 合 い 、 突 き 合 い 、 組 み 合 っ て 、 力 技

に よ っ て 行 う 個 人 競 技 の 一 種 と 定 義 さ れ る 。 日 本 で は 国 技 た る 相 撲

や 柔 道 と 区 別 す る た め 、 レ ス リ ン グ と い う 用 語 を 格 闘 競 技 の 一 種 類

と し て 扱 う が 、レ ス リ ン グ は 古 代 英 語 で「 ひ ね る 」「組 討 ち 競 技 」な

ど の 意 味 を 持 つ こ と ば で あ り 、 相 撲 と 起 源 を 同 じ と す る ス ポ ー ツ で

あ る 4。 こ の た め 本 論 で は こ れ ら の ス ポ ー ツ を 相 撲 と 総 称 す る 。  
当 然 の こ と な が ら 相 撲 に 類 す る ス ポ ー ツ は 、 ト ル コ 系 の 人 々 だ け

で な く 世 界 各 地 で 古 代 か ら 行 わ れ て い た 。 こ こ で は 世 界 の 諸 地 域 で

行 わ れ て き た 相 撲 を 紹 介 す る 。 な お 、 油 相 撲 の 形 成 に 大 き く 影 響 を

与 え た と 考 え ら れ る ギ リ シ ア の 相 撲 に 関 し て は 後 述 す る 。  
 
 モ ン ゴ ル で は パ リ ル ド ポ と 呼 ば れ る モ ン ゴ ル 相 撲 （ 図 ２ ） が 1 3
世 紀 の チ ン ギ ス ・ ハ ン 時 代 か ら す で に 広 く 普 及 し て お り 、 国 家 的 な

大 会 や 集 落 の 祭 り な ど で 楽 し ま れ て い る 。 服 装 は 短 め の ブ ー ツ と 半

ズ ボ ン 、 上 半 身 に は 色 鮮 や か な 刺 繍 や 装 飾 を 施 し た 半 袖 の チ ョ ッ

キ ・ ジ ド ッ ク を 纏 っ た 上 、 背 中 に た す き を か け る 。  
柔 道 の よ う に 襟 や 袖 を つ か ん で 投 げ た り 、 脚 を 絡 ま せ た り 、 組 み

付 い て 蹴 り 合 っ た り す る が 、広 い 草 原 で 行 う た め に 細 か い 技 が 無 い 。

勝 敗 は ひ ざ か ら 上 が 地 面 に 付 け ば 負 け で あ り 、 勝 者 は 草 原 を 跳 ね 回

っ て 勝 利 を 誇 示 す る 5。  
 

                                
2  『 最 新 ス ポ ー ツ 大 事 典 』 正 編 、 大 修 館 書 店 、 1 9 8 7 年 、 p . 1 3 5 0 - 1  
3  A l p e r  Ya z o ğ l u ( 1 9 4 8 ~ )  1 9 9 1 , 9 2 年 に K ı r k p ı n a r  A ğ a に 就 任 。 本 論 は 彼
の 著 書 B a l k a n l a r d a  T ü r k  Ya ğ l ı  g ü r e ş l e r i  K ı r k p ı n a r  1 を 参 考 に し て い る 。 
4  『 日 本 大 百 科 全 書 』 第 2 4 巻 、 小 学 館 、 1 9 8 8 年 、 p . 3 7 7  
5  『 日 本 大 百 科 全 書 』 第 2 2 巻 、 小 学 館 、 1 9 8 8 年 、 p . 8 2 0  
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日 本 に お い て も 俵 で 円 形 に 築 い た 土 俵 の 中 で 、 裸 に 回 し を し め た

力 士 が 二 人 、 素 手 で 押 し 合 い や 出 し 合 い を し て 勝 敗 を 争 う 。 職 業 相

撲 と ア マ チ ュ ア 相 撲 の 二 つ の 他 に も 神 社 に 伝 わ る 儀 礼 的 な 神 事 相 撲 、

祭 礼 に 行 わ れ る 奉 納 相 撲 、 子 供 相 撲 、 農 ・ 漁 村 や 地 方 都 市 に お け る

草 相 撲 な ど が 行 わ れ て き た 。 6  
 
イ ン ド で は ク シ ョ テ ー と 呼 ば れ る イ ン ド 相 撲 が 古 代 か ら 全 国 的 に

行 わ れ 、 イ ン ド の 国 技 と さ れ て い た が 、 現 在 で は ボ ン ベ イ と 東 部 の

オ リ ッ サ 周 辺 で さ か ん に 行 わ れ て い る 。  
競 技 ル ー ル は 四 メ ー ト ル 四 方 の 砂 地 の リ ン グ で 相 手 を 投 げ 倒 し 、

仰 向 け に し て 押 さ え 込 み 、 背 中 ま た は 両 肩 を 地 面 に 付 け る と 勝 ち に

な る 。 勝 負 は 三 番 勝 負 に よ っ て 決 め ら れ 、 年 一 回 の 大 会 に 備 え て イ

ン ド 各 地 に 道 場 で レ ス ラ ー が 養 成 さ れ て い る 7。  
 
 後 述 す る ト ル コ 系 の 人 々 の 伝 統 的 な 相 撲 で あ る カ ラ ク チ ャ ッ ク ・

ギ ュ レ シ ュ （ K a r a k u ç a k  G ü r e ş） や 油 相 撲 と の 共 通 点 が 非 常 に 多 い
の は イ ラ ン の 相 撲 コ シ ュ テ ィ （ 図 ３ ） で あ る 。 そ の 普 及 に は ズ ー ル

ハ ー ネ（ ペ ル シ ア 語 で「 力 の 家 」）と い う 徒 手 体 操 や 弓 、剣 、盾 な ど

を 模 し た 器 具 に よ る 、 若 者 か ら 老 人 、 一 般 庶 民 か ら 軍 人 ま で 様 々 な

男 子 の 鍛 錬 の 総 仕 上 げ と し て 相 撲 の 稽 古 を 行 う 道 場 の 存 在 が 欠 か せ

な い 。  
ズ ー ル ハ ー ネ で は 高 位 の レ ス ラ ー で あ る パ フ ラ ヴ ァ ー ン に よ る 指

導 の も と で 鍛 錬 が 行 わ れ 、 モ ル シ ェ ド （ 精 神 的 指 導 者 の 意 ） と 呼 ば

れ る 人 物 が 太 鼓（ ザ ル ブ ）と ゼ ン グ（ 鐘 ）を 操 り 、『 王 書 』や『 薔 薇

園 』 な ど の ペ ル シ ア の 英 雄 叙 事 詩 や 抒 情 詩 を 朗 唱 し て 鍛 錬 の 進 行 や

リ ズ ム を 司 る 8。レ ス ラ ー 達 は ゴ ウ ド と 呼 ば れ る プ ー ル 状 の 土 俵 で 組

み 合 い 、 い ず れ か の 背 中 が 地 面 に 付 く と 勝 敗 が 決 ま る が 、 レ フ ェ リ

ー は 特 に 決 ま っ て お ら ず 周 囲 で 観 戦 す る レ ス ラ ー 達 が 審 判 （ ダ ー バ

ル ）と し て 判 断 す る 9。ま た 、普 段 の 鍛 錬 で は ズ ボ ン の 上 か ら 赤 い 布

を 褌 状 に 巻 き つ け た も の を 身 に 付 け る が 、 ト ニ ケ ェ と 呼 ば れ る タ イ

ツ 状 の ズ ボ ン を 履 く こ と も あ る 1 0。  
 
 
第 ニ 節  遊 牧 民 の ス ポ ー ツ  
 

                                
6  『 日 本 大 百 科 全 書 』 第 1 3 巻 、 小 学 館 、 1 9 8 7 年 、 p . 2 0 2  
7  『 日 本 大 百 科 全 書 』 第 2 巻 、 小 学 館 、 1 9 8 5 年 、 p . 8 2 4  
8  寒 川 恒 夫 、『 相 撲 の 人 類 学 』、 大 修 館 書 店 、 1 9 9 5 年 、 p p . 1 0 2 - 7  
9  寒 川 、 前 掲 書 、 p . 1 1 9  
1 0   寒 川 、 前 掲 書 、 p . 1 0 7  
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 油 相 撲 が ど の よ う な ス ポ ー ツ で あ る か を 説 明 す る た め に は 、 ま ず

そ の 原 型 で あ る 相 撲 が ト ル コ 人 に ど の よ う な 形 で な さ れ て き た か を

説 明 す る 必 要 が あ る 。  
 
 中 央 ア ジ ア か ら 西 へ と 草 原 を 、 家 畜 と 共 に 移 動 し な が ら 生 活 し て

き た 、 オ グ ズ 族 、 セ ル ジ ュ ー ク 朝 、 オ ス マ ン 朝 な ど に 代 表 さ れ る ト

ル コ 系 の 遊 牧 民 の 人 々 は 、 常 に 厳 し い 自 然 環 境 の 中 で 生 き 抜 く た め

に 、 ま た は 領 土 を め ぐ り 絶 え 間 な い 部 族 間 や 異 民 族 と の 戦 闘 に 備 え

て 、 身 体 の 頑 強 な 、 あ る い は 熟 達 し た 戦 闘 技 術 を 持 っ た 遊 牧 民 戦 士

を 育 成 し な け れ ば な ら な か っ た 。  
 そ の た め 相 撲 （ g ü r e ş） や 狩 猟 （ a v c ı l ık）（ 図 ４ ）、 弓 に よ る 射 撃
（ a t c ı l ık） や 馬 術 （ b i n c i l i k）、 剣 術 （ k ı l ı ç） や 鎚 鉾 （ g ü r z）、 馬 に
乗 っ て 向 か い 合 わ せ に 短 い 槍 を 投 げ あ う ジ リ ッ ト （ c i r i t）（ 図 ５ ）、
徒 競 走 （ y a y a  k o şu l a r） な ど の 習 得 す れ ば 確 実 に 実 生 活 に 生 か せ る
ス ポ ー ツ が 子 供 の 教 育 の 中 に 積 極 的 に 取 り 入 れ ら れ た の で あ る 1 1。  
 中 で も 相 撲 が 強 い レ ス ラ ー や 弓 を 的 確 に 射 ら れ る 狩 人 へ と 成 長 を

遂 げ た 者 は 、 戦 闘 に お い て そ の 実 力 を 大 い に 発 揮 し 、 人 々 か ら 英 雄

（ A l p）、 力 持 ち ・ 勇 者 （ P e h l i v a n 1 2） と し て 賞 賛 さ れ 、 彼 等 の 活 躍

は 伝 説 や 叙 事 詩 と な っ て 現 在 ま で 伝 え ら れ て い る 1 3。  
 相 撲 を と る レ ス ラ ー 達 の 鍛 え 上 げ ら れ た 腕 や 脚 に み ら れ る 力 強 さ 、

大 き く 逞 し い 肉 体 、 そ し て そ こ に 宿 る 敵 を 恐 れ な い 勇 敢 で 大 胆 な 精

神 は 、 そ の ま ま 彼 等 の 属 す る 集 団 の シ ン ボ ル と し て み な さ れ 、 す ぐ

れ た レ ス ラ ー で あ る こ と（ P e h l i v a n l ık）は 人 々 に 敬 意 を 抱 か せ る 結
果 と な っ た の で あ る 。  
 
 
第 三 節  ト ル コ 民 族 の 相 撲 K a r a k u ç a k  G ü r e ş 1 4  
 
 ト ル コ に お い て 相 撲 と 一 口 に 言 っ て も 、 時 代 の 変 遷 や 地 方 に よ っ

て 様 々 な ス タ イ ル で 人 々 に 楽 し ま れ て き た 。  
 ト ル コ の 南 東 部 ハ タ イ ・ ガ ズ ィ ア ン テ ッ プ 地 方 で 発 達 し た ア バ

（ A b a） と 呼 ば れ る フ ェ ル ト 製 の 短 い マ ン ト を 着 て 相 撲 を 取 る “ ア
バ ・ ギ ュ レ シ ュ ” や 、 服 を 着 た ま ま 行 う ク リ ミ ア 地 方 に 住 む ト ル コ

人 達 の 相 撲 、 シ ャ ル ヴ ァ ル （ Ş a l v a r） と 呼 ば れ る も ん ぺ の よ う な ズ
ボ ン を 履 い て 腰 を 下 ろ し 、 脚 だ け で 相 撲 を 取 る “ シ ャ ル ヴ ァ ル ・ ギ

                                
1 1  Â t ı f  K a h r a m a n , O s m a n l ı  D e v l e t i ’ n d e  S p o r , A n k a r a , 1 9 9 5 , p . 1 0 8  
1 2  P e h l i v a n  p e h l i v a n は ペ ル シ ャ 語 起 源 の 単 語 で あ り 、 相 撲 を 取 る 「 レ ス
ラ ー ・ 力 士 」 の 意 味 も 持 つ 。  
1 3  G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p p . 3 2 1 - 2  
1 4  G ü v e n , o p . c i t . , p . 1 2  

 -  - 6



ュ レ シ ュ ” な ど の 相 撲 が 存 在 す る が 、 中 で も 代 表 的 な の が 本 論 で 取

り 上 げ い る 油 相 撲 と カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ （ K a r a k u ç a k  
G ü r e ş） の 二 つ で あ る 。  
油 相 撲 は こ の カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ が 、 の ち に オ ス マ ン 朝

の ヨ ー ロ ッ パ へ の 拡 大 に 伴 っ て 発 展 し た 形 の 相 撲 で あ る 。 油 相 撲 の

ス タ イ ル が 完 成 さ れ る 経 緯 を た ど る た め に こ こ で は こ の 相 撲 に つ い

て 取 り 上 げ る も の で あ る 。  
 
カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ は 中 国 北 東 部 、 ヤ ク ー ト 、 ア ゼ ル バ

イ ジ ャ ン 、 ト ル キ ス タ ン 、 カ ザ ッ ク や タ タ ー ル な ど に 住 む ト ル コ 系

遊 牧 民 族 の 人 々 に 広 く 愛 さ れ て き た 相 撲 の ス タ イ ル を 継 承 す る も の

で あ り 、 自 由 形 相 撲 （ S e r b e s t  G ü r e ş） と も 称 さ れ る 。  
カ ラ （ k a r a） は ト ル コ 語 で 「 黒 」 を 意 味 し 、 こ の 色 に は 力 や 強 さ
が あ る と さ れ て い る 。 こ れ と 「 英 雄 ・ 若 者 」 を 表 す k o ç a k と い う 単
語 を 合 体 さ せ た 結 果 「 浅 黒 く 逞 し い （ k a r a） 若 者 （ k o ç a k） が 取 る
相 撲 （ G ü r e ş）」 と い う 複 合 語 が 生 ま れ た と さ れ る 。  

 
カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ に お い て レ ス ラ ー は 、 プ ル プ ッ ト

（ p ı r p ı t） と 呼 ば れ る 山 羊 の 毛 や 麻 で 織 ら れ た ズ ボ ン を 履 き 、 年 齢
や 力 の 強 さ 、 相 撲 の 熟 達 度 に よ っ て ６ つ の 等 級 （ b o y） に 区 分 さ れ
た 上 で 相 撲 を 取 る 。  
ル ー ル は い た っ て 簡 単 で あ り 、 技 を か け て 相 手 を 地 面 に 転 が し た

り 空 中 に 放 り 投 げ た り し て 、 相 手 が へ そ が 上 を 向 い た 状 態 に な る こ

と で 勝 利 と な る の で あ る 。 な か な か 決 着 が つ か な い 場 合 で も 、 ど ち

ら か が 降 参 す る ま で 試 合 が 続 け ら れ た 。  
 
ま た こ の カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ は 、 農 村 の 結 婚 式 の 宴 席 で

大 会 が 催 さ れ る こ と が 多 か っ た 。 相 撲 と 音 楽 の な い 婚 礼 は 婚 礼 と み

な さ れ ず 、 相 撲 大 会 の 規 模 は そ の ま ま 婚 礼 の 主 催 者 の 富 裕 を あ ら わ

す も の に な る た め 、 遠 方 の 村 や 都 市 か ら 選 手 を 募 る た め に 馬 や ラ ク

ダ 、 山 羊 や 牛 な ど の 家 畜 、 絹 織 物 や 綿 織 物 、 刺 繍 の 施 さ れ た シ ョ ー

ル や ハ ン カ チ な ど 豪 華 な 賞 品 が 用 意 さ れ た の で あ る 1 5。  
 

 
第 四 節  ギ リ シ ア の 相 撲 と 油 相 撲 Ya ğ l ı  G ü r e ş  
 
 ヤ ー ル・ギ ュ レ シ ュ 、油 相 撲 は 第 三 節 で も 述 べ た よ う に カ ラ ク チ

ャ ッ ク・ギ ュ レ シ ュ の ス タ イ ル を 継 承 し つ つ 、「油 を 塗 る 」と い う 行

                                
1 5  G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 5  
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為 1 6に よ り 、 ス ポ ー ツ と し て よ り 高 度 に 発 展 し た 相 撲 で あ る 。  
  
 な ぜ ト ル コ 系 の 人 々 が 相 撲 を 取 る 際 に 油 を 塗 る よ う に な っ た の か

は 、 一 説 で は オ ス マ ン 朝 の 領 土 拡 大 が バ ル カ ン 半 島 に 及 ぶ よ う に な

っ た 結 果 、 古 代 オ リ ン ピ ッ ク で も 正 式 競 技 で あ り 、 古 代 ギ リ シ ア か

ら 伝 統 的 に 愛 好 さ れ て い た 相 撲 や パ ン ク ラ ス （ p a n k r a a s）・ パ ン ク
ラ チ オ ン と よ ば れ る 、 相 撲 と ボ ク シ ン グ を 合 成 し た よ う な 競 技 か ら

の 影 響 が 考 え ら れ る 1 7。  
 
古 代 ギ リ シ ア に お い て 相 撲 は パ ラ イ ス ト ラ と 呼 ば れ る 学 校 で 少 年

の こ ろ か ら ト レ ー ナ ー に よ る 厳 し い 指 導 が 続 け ら れ 、 相 手 を き れ い

な 投 げ 方 で 投 げ る の が 目 的 の 「 直 技 （ 直 立 ） の 相 撲 」 と 一 人 が 負 け

を 認 め る ま で グ ラ ウ ン ド で 試 合 が 続 行 さ れ た 「 寝 技 の 相 撲 」 の 二 つ

に 区 別 さ れ て お り 、 前 者 が 相 撲 （ レ ス リ ン グ ） と 呼 ば れ た の に 対 し

後 者 は パ ン ク ラ チ オ ン と 呼 ば れ た 。 1 8（ 図 ６ ）  
 
古 代 ギ リ シ ア の 相 撲 は 砂 地 の リ ン グ で ト ー ナ メ ン ト 形 式 で 行 わ れ 、

相 手 を 三 回 地 面 に 叩 き 付 け る こ と で 勝 ち と み な さ れ る 競 技 で あ っ た 。

時 間 制 限 や 体 重 制 限 、 寝 技 は 無 く 、 勝 つ た め に は 胴 や 腰 、 背 中 、 あ

る い は 肩 の ど の 部 分 で も 三 回 地 面 に 付 け る こ と が 必 要 で あ っ た 1 9。

ま た こ の 競 技 に お い て は 一 番 重 要 な こ と は 気 品 と ス タ イ ル で あ っ た 。 
パ ン ク ラ チ オ ン も ト ー ナ メ ン ト 形 式 で 行 わ れ た が 、 砂 地 の リ ン グ

に は 水 を 含 ま せ て 泥 状 に し て あ っ た 。 泥 に よ っ て 身 体 が 滑 り や す く

な り 、 つ か み に く く す る 効 果 が あ っ た と さ れ る 。  
ま た パ ン ク ラ チ オ ン で は 立 ち 技 と 寝 技 が 併 用 さ れ 、 相 手 を 倒 す た

め な ら ば 噛 み 付 き と 目 や 耳 や 鼻 な ど の 部 位 を え ぐ る 行 為 以 外 は ど の

よ う な 方 法 で も 許 さ れ て い た の で 、 上 述 の 相 撲 で は 許 さ れ な い 、 例

え ば 自 ら 後 方 に 倒 れ る 技 や 殴 る 、 蹴 る 、 飛 び 掛 る 、 関 節 技 、 窒 息 技

な ど の 、 時 に は 競 技 中 に 死 者 が 出 る ほ ど の 冒 険 的 な 型 が 訓 練 さ れ た

の で あ る 2 0。  
 
そ し て 、 バ ル カ ン 地 方 で は 古 代 か ら エ ー ゲ 海 沿 岸 で 栽 培 さ れ て い

た オ リ ー ブ か ら 精 製 さ れ た 油 を 裸 体 に 塗 っ て 、 相 撲 を は じ め と す る

                                
1 6  な お カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ で は 、 身 体 に 油 を 塗 っ て 相 撲 を 取 る こ
と は 規 則 に よ っ て 禁 止 さ れ て い る 。  
1 7  G ü v e n , o p . c i t . , p . 1 5、『日 本 大 百 科 全 書 』第 ４ 巻 、小 学 館 、1 9 8 8 年 、p . 4 2 0  
1 8  E . N .ガ ー デ ィ ナ ー 、『 ギ リ シ ア の 運 動 競 技 』、 プ レ ス ギ ム ナ ス チ カ 、 1 9 8 1
年 、 p . 2 0 4  
1 9  E . N .ガ ー デ ィ ナ ー 、 前 掲 書 、 p . 2 0 4 - 8  
2 0  『 最 新 ス ポ ー ツ 大 事 典 』 正 編 、 大 修 館 書 店 、 1 9 8 7 年 、 p . 1 3 5 1  
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ス ポ ー ツ が 楽 し ま れ て い た の で あ る 。 練 習 や 競 技 の 前 後 に 、 注 意 深

く 油 を 身 体 に 擦 り 込 む こ と で マ ッ サ ー ジ を し て い た と 考 え ら れ る 2 1。 
 ま た 油 を 塗 っ た 肌 は レ ス ラ ー の 肉 体 を よ り 力 強 く 精 悍 に 見 せ る だ

け で な く 非 常 に 滑 り や す く な り 、 相 撲 を 取 る 上 で 相 手 と 組 み 合 っ た

り 相 手 を 放 り 投 げ た り す る こ と に 非 常 に テ ク ニ ッ ク が 要 求 さ れ る よ

う に な っ た の で あ る 。  
そ れ ま で は 腕 力 に 頼 る ば か り で あ っ た カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ

ュ に 比 べ て 、 油 相 撲 で は よ り 相 撲 の 勝 敗 は 予 想 が 付 き に く く な り 、

観 客 の 興 奮 や 熱 情 を 煽 っ た 。  
 
こ れ ら の 結 果 カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ は ギ リ シ ア の 伝 統 的 な

相 撲 や パ ン ク ラ チ オ ン か ら の 影 響 に よ っ て ス ポ ー ツ と し て よ り 複 雑

に 洗 練 さ れ た 形 、 す な わ ち ヤ ー ル ・ ギ ュ レ シ ュ へ と 進 化 を 遂 げ る こ

と に な っ た の で あ る 2 2。  
 
 ま た 、 試 合 の 際 に は ク ス ベ ッ ト （ k ı s b e t） と 呼 ば れ る 牛 革 製 の ズ
ボ ン を 履 く 点 や 、 試 合 の 前 に ジ ャ ズ グ ル （ c a z g ı r） と 呼 ば れ る 祈 祷
師 が 祈 祷 や 選 手 の 紹 介 や 彼 等 を た た え る 詩 を 朗 読 す る 点 、 ル ー ル や

等 級 の 区 分 が よ り 細 分 化 さ れ た 点 、 結 婚 式 の 他 に も ギ リ シ ア や ロ ー

マ 帝 国 時 代 か ら の 伝 統 に の っ と っ て 定 期 市 や 縁 日 で も 見 世 物 と し て

興 行 さ れ る よ う に な っ た 点 で も 油 相 撲 は カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ

ュ と は 異 な る 。  
 
 
第 五 節  オ ス マ ン 朝 に お け る 相 撲  
 
オ ス マ ン 朝 の 時 代 に お い て も 相 撲 は 依 然 と し て 男 子 の 教 育 に 取 り

入 れ ら れ て き た 。 １ ４ 世 紀 半 ば に は ス ル タ ン や イ ス ラ ム 神 秘 主 義 集

団 の 長（ Ş e y h）の 援 助 を 受 け 、相 撲 の 保 護 と 普 及 の た め に 相 撲 道 場
（ G ü r e ş ç i l e r  t e k k e s i） が 首 都 ブ ル サ に 、 1 3 6 0 年 の 首 都 移 転 に 伴 い
エ デ ィ ル ネ へ 二 番 目 の 道 場 が 建 て ら れ た 。 レ ス ラ ー 達 は そ の 類 稀 な

身 体 能 力 を 武 器 に リ ン グ ば か り で な く 戦 場 で も 活 躍 し 、 歴 代 の ス ル

タ ン に 重 く 用 い ら れ て き た の で あ る 2 3。   
 ま た 相 撲 は 一 種 の 娯 楽 や 余 興 と し て 、 定 期 市 や 結 婚 式 や 割 礼 式 の

宴 席 で も さ か ん に 行 な わ れ て き た 伝 統 も 持 っ て い る 。  
 
                                
2 1  E . N .ガ ー デ ィ ナ ー 、『 ギ リ シ ア の 運 動 競 技 』、 プ レ ス ギ ム ナ ス チ カ 、 1 9 8 1
年 、 p . 8 8  
2 2  G ü v e n , o p . c i t . , p . 1 5  
2 3  G ü v e n , o p . c i t . , p p . 8 - 1 2  
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 ま た 、 オ ス マ ン 朝 時 代 に イ ス タ ン ブ ー ル は 相 撲 の 中 心 地 で は な か

っ た が 様 々 な 場 所 に 作 ら れ た p e h l i v a n  t e k k e l e r i が こ の ス ポ ー ツ の
重 要 な 中 心 地 と な っ て い た 2 4。E v l i y a  Ç e r e b i は こ の t e k k e に 対 し て
旅 行 記 で よ く 言 及 し 2 5、 イ ス タ ン ブ ー ル で 毎 年 行 わ れ て い た ギ ル ド

の パ レ ー ド に お い て 剣 士 や 猟 師 た ち と 同 様 に レ ス ラ ー 達 は 相 撲 を 取

り な が ら 行 進 し た と い う こ と を 記 し て い る 2 6。（ 図 ７ ～ 図 １ ０ ）  
 
 E v l i y a  Ç e r e b i の 記 述 に よ れ ば こ の 時 代 の 最 も 有 名 な p e h l i v a n  
t e k k e l e r i は K ü ç ü k  P a z a r と い う 場 所 に あ る Şü c a  Te k k e s i と Z e y r e k
坂 に あ る D e m i r  Te k k e s i で あ っ た 2 7。 こ れ ら の t e k k e が メ フ メ ッ ト
二 世 に よ っ て １ ５ 世 紀 に 開 か れ 1 8 0 0 年 ご ろ ま で 活 動 し て い た こ と
が 知 ら れ て い る 。 し か し マ フ ム ー ド 二 世 が 1 8 2 6 年 に イ ェ ニ チ ェ リ
を 廃 止 し た 際 、ベ ク タ シ ュ 教 団 の t e k k e と 一 緒 に こ れ ら の t e k k e も
閉 鎖 さ れ て し ま っ た 。  
だ が マ フ ム ー ド 二 世 は レ ス ラ ー を 保 護 し 相 撲 を 愛 し た レ ス ラ ー ス

ル タ ン で も あ っ た 。 A h ı s k a l ı  M a h m u d  P e h l i v a n や İk i z  O s m a n や
B u r s a ’ l ı  M e h m e d  P e h l i v a n の よ う な レ ス ラ ー 達 が 保 護 さ れ 、マ フ ム
ー ド 二 世 の 前 で 御 前 試 合 を 行 っ た こ と が 知 ら れ て い る 。 イ ス タ ン ブ

ー ル の O k  M e y d a n に あ る Ye n i  B a h ç e  Ç a y ı r（ 牧 草 地 ）、ス レ イ マ ニ
エ ・ モ ス ク の 東 の 空 き 地 、 Ye n i  K a p ı 付 近 、 K o c a  M u s t a f a  P a ş a と
Ye d i k ı r e の 空 き 地 、 K a d ı r g a や K a ğ ı t h a n e で 相 撲 は 行 わ れ て い た 。 

 
マ フ ム ー ド 二 世 の 息 子 で あ る ア ブ デ ュ ル ア ズ ィ ズ （ 在 位

1 8 6 1 - 1 8 7 6） も 相 撲 好 き の ス ル タ ン で あ り 、 即 位 の 際 に は Yo z g a t l ı  
H a s a n  P e h l i v a n を は じ め 何 人 か の レ ス ラ ー を 引 き 連 れ 、 I h l a m u r
に S a y a  O c a ğ ı と 呼 ば れ て い る 施 設 を 作 り そ こ を 道 場 と し て 相 撲 を
行 わ せ て い た 2 8。  
し か し ア ブ デ ュ ル ア ズ ィ ズ 以 降 の ス ル タ ン 達 は あ ま り 相 撲 に 興 味

を 示 さ な か っ た た め 、 レ ス ラ ー 達 は 徐 々 に 経 済 的 な 理 由 に 直 面 し て

イ ス タ ン ブ ー ル 以 外 の 、 あ る い は 外 国 へ の 地 方 巡 業 に 出 か け て い た

よ う で あ る 2 9。  
 
第ニ章  スポーツとしての側 面からみる油相撲  
                                
2 4  D ü n d e n  B u g ü n e  İ s t a n b u l  A n s i k l o p e d e s i , c l i t 3 , İ s t a n b u l , 1 9 9 4 , p p , 4 5 4 - 5  
2 5  G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 4  
2 6  N a r r a t i v e  o f  t r a v e l s  i n  E u r o p e ,  A s i a ,  a n d  A f r i c a ,  i n  t h e  s e v e n t e e n t h  
c e n t u r y,  b y  E v l i y a  E f e n d i ,  t r a n s l a t e d  b y  J o s e p h  v o n  H a m m e r ,  L o n d o n ,  
1 8 3 4 , r e p . 1 9 6 8 ,  p . 1 9 7    
2 7  K a h r a m a n , o p . c i t . , p . 1 9 0  
2 8  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p p . 1 1 0 - 1 2 0  
2 9  K a h r a m a n , o p . c i t . , p . 1 4 0  
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第 一 節  試 合 が 始 ま る ま で の 流 れ  
 
 こ の 章 で は こ の 油 相 撲 の よ り 詳 し い 形 態 を 、 実 際 の 試 合 の 流 れ や

技 、禁 止 事 項 を 含 め た ル ー ル の 説 明 な ど を 交 え な が ら 分 析 し て い く 。 
 油 相 撲 は 単 に レ ス ラ ー 達 が リ ン グ に 集 ま っ て 相 撲 を 取 る だ け

の 競 技 で は な い 。 試 合 を 始 め る 前 に は 選 手 の 名 を 読 み 上 げ て 祈 り

を 捧 げ る 祈 祷 師 ジ ャ ズ グ ル （ c a z g ı r） や 、 大 太 鼓 （ d a v u l）・ 笛
（ z u r n a） が 鳴 り 響 く 中 、 レ ス ラ ー 達 の ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ を 兼
ね た パ フ ォ ー マ ン ス が 行 わ れ 、観 客 の 目 を 楽 し ま せ る の で あ る 3 0。 
（ 図 １ １ ・ 図 １ ２ ）  
試 合 が 始 ま る ま で の 流 れ は 非 常 に 儀 式 的 で あ り 、 ま た レ ス ラ ー 達

の 士 気 を 鼓 舞 す る と 同 時 に 、 こ れ か ら 始 ま る 壮 絶 な 戦 い の 空 気 の 中

に 観 客 を 引 き 込 む 効 果 が あ る と 考 え ら れ る 。  
ま ず 祈 祷 師 が 祈 り （ d u a） を 読 み 上 げ る と 、 そ れ を 合 図 に レ ス ラ
ー 達 は ペ ア に な っ て 草 原 に 設 営 さ れ た リ ン グ に 入 場 し て く る 。 そ し

て 彼 ら は 草 地 の リ ン グ に 立 つ と 準 備 体 操 （ p e ş r e v） を 始 め る の で あ
る 。こ の 体 操 は 大 太 鼓（ d a v u l）の 奏 で る リ ズ ム に 合 わ せ て 身 体 全
体 の 筋 肉 を ほ ぐ す ス ト レ ッ チ の ほ か に 、 鷲 の 翼 の よ う に 両 腕 を 大

き く 広 げ て ば た つ か せ た り 、 地 面 か ら 巨 体 を 揺 る が せ て ジ ャ ン プ を

繰 り 返 し た り し て 、 ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ と 同 時 に 自 分 の 力 を 他 の レ

ス ラ ー 達 や 観 客 に 向 け て 誇 示 す る パ フ ォ ー マ ン ス の 役 割 も 果 た す 。  
準 備 体 操 を 終 え た レ ス ラ ー は そ れ ぞ れ 、 自 分 の 対 戦 相 手 に な る で

あ ろ う レ ス ラ ー を 選 ん で 背 中 合 わ せ に リ ン グ に 立 ち 、 反 対 方 向 に 歩

き 出 す 。 リ ン グ の 中 を 堂 々 と 大 き く 腕 を 振 り な が ら 歩 き 、 十 数 歩 ほ

ど 歩 い た 地 点 で ひ ざ を 付 き 、ま た 立 ち 上 が っ て 相 手 に 向 か っ て い く 。 
擦 れ 違 う 瞬 間 に お 互 い の 肩 や 腕 、 口 元 な ど に 、 い と ま ご い を し あ

う よ う に 、 あ る い は 互 い を 挑 発 し 合 う よ う に 触 れ 合 う の で あ る 。 そ

し て ニ 、三 回 こ の よ う な 動 作 を 繰 り 返 し た 後 に が っ ち り と 組 み 合 い 、

試 合 を 始 め る の で あ る 。  
 
な お ヤ ー ル ・ ギ ュ レ シ ュ で は カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ と 同 様

に 、 年 齢 や 力 の 強 さ 、 相 撲 の 熟 達 度 に よ っ て 一 番 下 か ら ö n  a y a k、
a y a k、 o r t a、 b a ş と 剣 の 切 っ 先 （ b a ş） か ら 塚 （ d e s t e） ま で を み た
て た 等 級 が あ り 、 さ ら に 各 等 級 で も ２ ～ ３ の 等 級 に 分 か れ る た め 、

合 計 ９ つ の 等 級（ b o y）に 区 分 さ れ た 上 で 相 撲 を 取 る 3 1。等 級 に よ っ

                                
3 0  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 6 2  
3 1  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 7 2、 G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 6  

 -  - 11



て 祈 祷 師 の 読 み 上 げ る 祈 り の 内 容 や 長 さ 3 2、獲 得 賞 金 額 3 3が 異 な る 。 
 
 
第 二 節  ユ ニ フ ォ ー ム k ı s b e t  
 
ヤ ー ル ・ ギ ュ レ シ ュ の 際 に レ ス ラ ー が 身 に つ け る ユ ニ フ ォ ー ム は

ク ス ベ ッ ト （ k ı s b e t、 ト ル コ 語 で 「 腰 か ら 下 に 着 る も の 」 を 意 味
す る ）と 呼 ば れ る 、 雄 の 小 牛 や 山 羊 、 水 牛 の 皮 で 出 来 た タ イ ツ 状 の

ズ ボ ン の み で あ る 。  
上 質 で 厚 手 の 皮 は 職 人 の 手 で し っ か り と 縫 製 さ れ 、 腰 か ら 下 の 部

位 を 保 護 す る と 同 時 に 、 脚 部 を ぴ っ た り と 締 め 付 け 、 レ ス ラ ー の 身

体 を よ り 力 強 く 見 せ る 効 果 も 持 っ て い る 。 負 担 の か か る ひ ざ や す ね

の 周 辺 の 生 地 に は フ ェ ル ト が 裏 あ て さ れ て お り 、 腰 ま わ り に は レ ス

ラ ー 一 人 一 人 の 身 体 に 合 わ せ て 調 節 で き る よ う に 紐 が 通 さ れ て い る 。

装 飾 と し て は 飾 り 鋲 や レ ス ラ ー の 名 前 が 刺 繍 さ れ る 場 合 が 多 い 3 4。  
ま た 第 一 章 で 取 り 上 げ た カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ で レ ス ラ ー

が 身 に 付 け る プ ル プ ッ ト （ p ı r p ı t） も ヤ ー ル ・ ギ ュ レ シ ュ に お い て
履 く こ と が 許 可 さ れ て い る 。  

 
こ の ク ス ベ ッ ト を 履 く こ と は 一 人 前 の レ ス ラ ー で あ る こ と の 証 で

あ り 、 大 変 名 誉 な こ と と さ れ る 。 若 い 見 習 い の レ ス ラ ー が 初 め て こ

の ズ ボ ン を 履 く に は 師 匠 （ u s t a） の 許 可 が 必 要 で あ り 、 そ の 際 に は
親 族 や 有 名 な 元 レ ス ラ ー 、観 客 を 集 め て 儀 式 が 開 か れ る の で あ る 。3 5  
こ の 儀 式 に は イ ス ラ ム 教 の 影 響 が 強 く み ら れ る 。 場 に 集 ま っ た レ

ス ラ ー た ち の 一 人 が 、 叙 事 詩 に お い て 相 撲 の 開 祖 で あ る と さ れ る

H a z i r e t  H a m z a 3 6の 魂 に コ ー ラ ン の 最 初 の 章 （ F a t i h a） を 朗 読 し 、
若 い 見 習 い レ ス ラ ー は ク ス ベ ッ ト を 履 く 際 に 「 慈 悲 深 き ア ラ ー の 名

に お い て 」 と 念 仏 を 唱 え て そ の 腰 ま わ り に キ ス を し て か ら 身 に つ け

る 。 レ ス ラ ー は オ リ ー ブ 油 や 薔 薇 の 花 び ら で 香 り 付 け さ れ た 水 を か

け ら れ る こ と に よ っ て 身 体 を 清 め ら れ る 。 そ し て 見 習 い の レ ス ラ ー

は 師 匠 や 先 輩 の 大 物 レ ス ラ ー の 腕 に キ ス を す る こ と で 彼 等 に 対 す る

敬 意 を 示 し 、 そ の 場 の 来 客 へ の も て な し も 兼 ね て 同 輩 の レ ス ラ ー と

相 撲 を 取 る の で あ る 。  
 
 

                                
3 2  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 7 7  
3 3  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 1 7 3  
3 4  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 6 7、 G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 7  
3 5  G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 9  
3 6  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 5 5  
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第 三 節  勝 敗 を 決 す る ル ー ル と 技 3 7  
 
ヤ ー ル ・ ギ ュ レ シ ュ に お け る 勝 敗 は 審 判 の 鳴 ら す 笛 に よ っ て 決 定

さ れ る 。 第 一 節 で 述 べ た 等 級 ご と に 総 当 り 戦 を 行 い 、 最 後 に 残 っ た

選 手 が チ ャ ン ピ オ ン と な る 。 原 則 と し て 引 き 分 け は な く 、 ど ち ら か

が 地 面 に 押 さ え 付 け ら れ る か 、 一 定 時 間 地 面 か ら 持 ち 上 げ ら れ て し

ま う か 、 降 参 す る ま で 試 合 は 続 け ら れ る 。  
原 則 と し て 審 判 の 判 断 に 選 手 は 従 わ な け れ ば な ら な い 。 ま た 試 合

中 に 選 手 の 体 調 が 著 し く 損 な わ れ 、 試 合 の 続 行 が 不 可 能 だ と 審 判 が

判 断 し た 場 合 に は ド ク タ ー ・ ス ト ッ プ と し て 1 0 分 程 度 の 休 憩 と 処
置 を 施 す と い う ル ー ル も 現 代 で は 適 応 さ れ て い る 。  

 
ル ー ル で は 相 手 を 次 に あ げ る 状 態 の う ち ど れ か に 陥 れ れ ば 、 相 手

に 勝 つ こ と が で き る 。  
１ ）  相 手 の 両 腕 を 地 面 に 押 し 付 け 、 地 面 に 対 し て 腕 が つ っ か え

棒 の よ う な 状 態 に な る よ う に す る 。  
２ ）  相 手 を 仰 向 け に 転 が し て 、 ひ じ の ど ち ら か 片 方 が 地 面 に つ

く 状 態 に す る 。  
３ ）  相 手 の 身 体 を 完 全 に 地 面 か ら 持 ち 上 げ た 状 態 で 三 歩 以 上 歩

く 。 な お そ の 際 、 持 ち 上 げ ら れ た レ ス ラ ー の 脚 が 持 ち 上 げ

て い る レ ス ラ ー の 脚 に 触 れ て い な い こ と が 条 件 で あ る 。  
４ ）  片 方 の 腕 が 地 面 に 付 い た 状 態 で 、 別 の 腕 を 取 っ て 相 手 を 地

面 に ひ っ く り 返 す 。  
 
ま た 、 試 合 中 の 禁 止 事 項 と し て は 以 下 の よ う な 点 が 上 げ ら れ る 。  
１ ）  相 撲 を 取 り 合 う 前 に 行 う 、 腕 を 羽 の よ う に 動 か す 動 作 を わ

ざ と 長 引 か せ て 、 長 時 間 相 手 を 待 た せ て は な ら な い 。  
２ ）  相 手 の 身 体 を 地 面 に 押 し 付 け る 際 に 過 度 の 圧 迫 を し な い 。

腰 ま わ り を ひ じ で 圧 迫 し な い 。  
３ ）  無 理 矢 理 に 相 手 の ひ ざ を ね じ っ て は な ら な い 。  
４ ）  ズ ボ ン で 保 護 さ れ て い な い す ね の 部 位 を 叩 か な い 。  
５ ）  目 ・ 耳 ・ 鼻 を 指 で 突 い て は な ら な い 。  
６ ）  相 手 の 腕 を 押 さ え 付 け た 上 で の 胸 や 腸 へ の 圧 迫 、 引 っ 掻 き 、

睾 丸 へ の 打 撃 と 圧 迫 、 拳 で 殴 る 、 蹴 る な ど の 行 為 の 禁 止 。 
７ ）  確 実 に 相 手 を 怪 我 さ せ る で あ ろ う こ と が 予 測 で き る 状 態

で 相 手 の 腕 を ね じ っ て は な ら な い 。  
８ ）  過 度 に 相 手 を 押 さ え 付 け て 窒 息 さ せ て は な ら な い 。  
９ ）  リ ン グ の 外 ・ 観 客 席 ・ 他 の 競 技 者 が 戦 っ て い る 所 に 相 手 を

                                
3 7  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 8 0、 G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p p . 3 2 6 - 7  
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放 り 投 げ て は な ら な い 。  
１ ０ ）  相 手 の ク ス ベ ッ ト を 脱 が し た り 、 破 い た り し て は な ら な い 。

故 意 に 行 っ た 場 合 は 負 け と み な さ れ る 。  
１ １ ）  相 手 を あ ま り 長 い 時 間 押 さ え 付 け た り 、 持 ち 上 げ た り し て

は な ら な い 。  
 
以 上 の ル ー ル を 踏 ま え た 上 で 、 油 相 撲 に お け る 代 表 的 な 技 を い く

つ か 取 り 上 げ る 3 8。  
ま ず 、 k ü n d e（ 足 枷 、 足 輪 ） と 呼 ば れ る 押 さ え 込 み の 技 が あ る 。
（ 図 １ ３ ） Ş a k  k ü n d e s i と 呼 ば れ る 技 は 、 相 手 の 脚 を 抱 え 込 ん で 地
面 に 叩 き 付 け る 。O t u r a k  k ü n d e s i 相 手 の 脚 の 付 け 根 に 腕 を く ぐ ら せ 、
体 重 を か け て 押 さ え 込 む 。 D i z  k ü n d e s i 腰 周 り を 上 か ら 押 さ え 付 け
て 相 手 の ひ ざ （ d i z） と 両 手 を 地 面 に つ か せ る 。  

 
K a z  k a n a d ı は 対 面 か ら 前 の め り に な っ た 相 手 の 身 体 を 押 さ え 込
む 技 で あ り 、絡 め 取 っ た 腕 が ガ チ ョ ウ（ k a z）の 翼（ k a n a t）に 見 え
る た め こ の 名 が 付 い た 。Te k  ç a p r a z  v e  b u d a m a は 相 手 の 脚 と 自 分 の
脚 を 絡 ま せ て 転 ば せ る 技 で あ る 。（ 図 １ ４ ）  

P a ç a  k a z ık は 相 手 の 脚 を つ か ん で 持 ち 上 げ 、地 面 に 叩 き 付 け る 技
で あ り 、 宙 に 持 ち 上 げ ら れ た す ね （ p a ç a） が 杭 （ k a z ık） に 見 え る
た め こ の 名 が つ い た 。 K a z  k a n a d ı  t e r s  p a ç a は 背 後 か ら 腕 を 絡 み 取
っ た ま ま 、 座 り 込 ん で い る 相 手 の す ね を 引 き 寄 せ 、 足 を 完 全 に 固 め

て し ま う 技 で あ る 。 B o y u n d u r u k と は 相 手 の わ き の 下 に 腕 を く ぐ ら
せ て 、前 の め り に な っ た 相 手 の 頭 部 を 押 さ え 込 む 技 で あ る 。（図 １ ５ ） 

S a r m a ’ y a  G i r i ş は 足 首 や 腰 ま わ り を つ か ん で 相 手 を 地 面 に 引 き
倒 し た の ち 、 押 さ え 込 み に 入 る 技 で あ る 。（ 図 １ ６ ）  
 
 

                               

第 四 節  ク ル ク プ ナ ル K ı r k p ın a r の 伝 説 と 油 相 撲 大 会  
 
 ト ル コ と ギ リ シ ア の 国 境 に 近 い 都 市 、 エ デ ィ ル ネ の ク ル ク プ ナ ル

（ 図 １ ７ ） で は 毎 年 初 夏 に か け て 、 油 相 撲 大 会 が 大 々 的 に 行 わ れ て

い る 。 こ の 大 会 が 現 在 ト ル コ に お い て 最 大 の 公 式 の 油 相 撲 大 会 で あ

り 、 主 に 地 元 で あ る エ デ ィ ル ネ や バ ル ケ シ ル 、 ア ダ パ ザ ル や デ ニ ズ

リ を は じ め と し た ト ル コ 西 部 ～ 南 西 部 か ら の 都 市 か ら 多 く の 選 手 が

集 ま り 3 9、 国 内 外 か ら の 観 光 客 の 注 目 を 集 め て い る 。 な お 一 番 高 い

等 級 （ B a ş p e h l i v a n） に は 黄 金 の ベ ル ト と 賞 金 が 与 え ら れ る 。 賞 金

 
3 8  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p p . 8 4 - 9 0  
3 9  Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 1 7 0 - 1  
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の 金 額 は 1 9 1 0 年 に は 9 リ ラ 、 1 9 7 5 年 に は 1 5 , 0 0 0 リ ラ で あ り 、 現
在 で は イ ン フ レ の 影 響 も あ り ド ル で 1 0 0 , 0 0 0 ド ル が 優 勝 者 に 与 え ら
れ る の で あ る 4 0。  
 
 こ の 地 で の 開 催 に つ い て は 、 ク ル ク プ ナ ル の 地 名 の 由 来 に も な っ

た 次 の よ う な 伝 説 が あ る 4 1。  
 １ ４ 世 紀 半 ば 、 オ ス マ ン 帝 国 第 ニ 代 皇 帝 オ ル ハ ン の 息 子 、 ス レ イ

マ ン・パ シ ャ は 多 く の 若 者（ k ı r k 4 2  y i ğ i t）を 率 い て ヨ ー ロ ッ パ へ 渡
航 し 、 あ る 日 エ デ ィ ル ネ （ ア ド リ ア ノ ー プ ル ） 近 郊 の ア フ ル キ ョ イ

の 牧 草 地 に 陣 を 敷 い た 。 当 時 は 戦 局 が 小 康 状 態 に あ り 、 陣 中 で も 余

興 と し て 相 撲 が 楽 し ま れ て い た た め 、 血 気 盛 ん な 兵 士 達 は 互 い に 組

み 合 っ て 試 合 を 始 め た が 、 夜 に な っ て も 決 勝 戦 の 決 着 が つ か ず 、 こ

の 二 人 は 一 晩 中 戦 い 続 け た 結 果 、 朝 に は 相 撲 を 取 っ た ま ま の 姿 勢 で

互 い に 力 尽 き て 死 ん で し ま っ た の で あ る 。  
 仲 間 の 兵 士 達 は 彼 等 の 死 を 悲 し み 、 二 人 が 相 撲 を 取 っ た 場 所 の 近

く に 生 え て い た イ チ ジ ク の 木 の 根 元 に 遺 体 を 埋 葬 し 、 エ デ ィ ル ネ へ

の 攻 撃 を 続 け た 。翌 年 、エ デ ィ ル ネ 征 服（ 1 3 6 3 年 ）の 後 、こ の イ チ
ジ ク の 木 の 近 く か ら 泉（ p ın a r）が 湧 き 出 た と さ れ て い る 。以 降 こ の
土 地 は ク ル ク プ ナ ル （ た く さ ん の （ k ı r k） 泉 （ p ın a r）） と 呼 ば れ る
よ う に な り 、 二 人 の 勇 者 の 死 と そ の 相 撲 に 対 す る 熱 意 を た た え て 油

相 撲 大 会 が 開 催 さ れ る よ う に な っ た と 伝 え ら れ る 。  
  
ク ル ク プ ナ ル の 油 相 撲 大 会 は 毎 年 太 陽 暦 で 夏 の は じ ま り に あ た る

五 月 六 日 に 合 わ せ て 、 同 時 開 催 さ れ た 家 畜 や 様 々 な 品 物 が や り 取 り

さ れ る 四 日 間 の 大 定 期 市 の う ち 、 二 日 目 、 三 日 目 、 四 日 目 の 三 日 間

に か け て 開 催 さ れ て き た 4 3。 こ の 開 催 時 期 に 関 し て は 、 秋 に 種 を 巻

い た 小 麦 を 春 に 刈 り 入 れ て 、 そ の 収 穫 に 感 謝 し て 相 撲 を 取 る も の と

考 え ら れ る 。 ま た 五 月 六 日 は ト ル コ で は フ ド レ レ ズ の 祭 日 で あ り 、

人 々 は 山 や 小 川 に ピ ク ニ ッ ク に 出 か け 、綱 引 き や 馬 と び を し て 遊 ぶ 。 
こ の 祭 日 は 、 ト ル コ 人 が 中 央 ア ジ ア か ら ア ナ ト リ ア に 進 出 し た １

１ 世 紀 こ ろ ま で 広 く キ リ ス ト 教 徒 に 信 仰 さ れ て い た 緑 や 豊 穣 の 聖 人 、

聖 ゲ オ ル ギ ウ ス に 由 来 す る 。 ト ル コ 人 が 元 来 遊 牧 民 と し て 持 っ て い

た 水 や 緑 に 対 す る 信 仰 が 聖 ゲ オ ル ギ ウ ス へ の 信 仰 の な か に 見 出 さ れ

た 結 果 、 彼 と 同 一 視 さ れ 幸 運 を も た ら す 聖 者 フ ズ ル が 生 ま れ 、 五 月

六 日 に 行 わ れ て い た ゲ オ ル ギ ウ ス の 祭 り を フ ド レ レ ズ の 祭 り と し て

                                
4 0  G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 8、 Ya z o ğ l u ,  o p . c i t . , p . 1 7 3  
4 1  G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 7  
4 2  k ı r k は ト ル コ 語 で 「 4 0」 を 意 味 す る が 、「 た く さ ん 、 数 が 多 い 」 と い う
意 味 も あ る 。  
4 3  G ü v e n , D a l a m a n  v e  Ay a n , o p . c i t . , p . 3 2 8  
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祝 う よ う に な っ た の で あ る 4 4。  
こ の 祝 日 に 合 わ せ て 油 相 撲 の 大 会 が 開 催 さ れ る 点 に お い て も 、 油

相 撲 が ト ル コ 系 遊 牧 民 族 の 文 化 と 、 バ ル カ ン の キ リ ス ト 教 徒 の 文 化

と の 融 合 に よ っ て 誕 生 し た 競 技 で あ る と 考 え ら れ る 。  
 
 
おわりに  
 
  油 相 撲 、 ヤ ー ル ・ ギ ュ レ シ ュ は ト ル コ 系 の 遊 牧 民 族 の 伝 統 的 な

相 撲 カ ラ ク チ ャ ッ ク ・ ギ ュ レ シ ュ が 、 バ ル カ ン 地 方 へ の ト ル コ 系 の

人 々 の 定 住 に と も な い 、 エ ー ゲ 海 地 方 の 油 を 塗 る 相 撲 や パ ン ク ラ ス

（ パ ン ク ラ チ オ ン ） な ど の 伝 統 と 出 会 う こ と に よ っ て 生 ま れ た ト ル

コ 独 特 の ス ポ ー ツ で あ る 。  
 
草 原 の リ ン グ の 上 で 互 い の 身 体 の み を 武 器 と し 、 家 畜 の 皮 で 縫 わ

れ た ズ ボ ン を 履 き 、 競 技 の 際 に は 祈 祷 師 が 神 へ の 祈 り を 捧 げ 、 自 身

の 勇 猛 さ を 誇 示 す る パ フ ォ ー マ ン ス を す る と い う 点 に お い て は 、 油

相 撲 は 非 常 に 遊 牧 民 的 な ス ポ ー ツ で あ る 。  
し か し 同 時 に 、 古 代 ギ リ シ ア 時 代 か ら の 伝 統 で あ る 油 を 塗 る と い

う 行 為 に よ っ て 、 互 い の 身 体 を つ か ん だ り 投 げ た り す る の に 強 靭 な

腕 力 だ け で な く よ り 高 度 な テ ク ニ ッ ク が 必 要 と さ れ る よ う に な っ た

こ と で 、 さ ら な る 発 展 を 遂 げ た ス ポ ー ツ で あ る 。  
ま た 古 代 オ リ ン ピ ッ ク で 正 式 な 競 技 で あ っ た 、 相 手 を よ り 美 し い

形 で 投 げ る 相 撲 や 、 力 で 相 手 に 負 け を 認 め さ せ る パ ン ク ラ チ オ ン な

ど の ス タ イ ル も 取 り 入 れ ら れ た 競 技 で あ り 、 時 代 の 辺 遷 に と も な い

よ り 面 白 く 、 よ り 複 雑 に 洗 練 さ れ た ス ポ ー ツ に 変 貌 を 遂 げ た 結 果 、

オ ス マ ン 朝 や 現 代 に 至 る ま で ト ル コ 人 に 愛 さ れ る 国 民 的 ス ポ ー ツ と

し て の 地 位 を 築 く こ と が 出 来 た の で あ る 。  
 
こ の よ う に 二 つ の ス ポ ー ツ の 伝 統 の 融 合 に よ り 、 ト ル コ の 人 々 は

彼 ら 独 自 の 、 よ り 高 度 な ひ と つ の ス ポ ー ツ 文 化 を 得 る こ と が で き た

の で あ る 。 ま た 現 在 も そ の 伝 統 が 、 ト ル コ の 人 々 に よ っ て 引 き 継 が

れ 、 保 護 さ れ 愛 好 さ れ 、 ク ル ク プ ナ ル で の 油 相 撲 大 会 と い う 形 で

国 内 外 で 人 気 を 博 し て い る こ と は 、 非 常 に 歴 史 的 価 値 が あ る も の

と 考 え ら れ る 。  
 
 
 

                                
4 4  地 中 海 学 会 編 、『 地 中 海 の 暦 と 祭 り 』、 刀 水 書 房 、 2 0 0 2 年 、 p . 1 2 0 - 1  

 -  - 16



 -  - 17

参考文献  
 
A l p e r  Ya z o ğ l u , B a l k a n l a r d a  T ü r k  Ya ğ l ı  g ü r e ş l e r i  K ı r k p ın a r  1 , n . d .  
Ö z b a y  G ü v e n , ” T ü r k l e r d e  S p o r  K ü l t ü r ü ” ,  
A t a t ü r k  k ü l t ü r, d i l  v e  t a t i h  y ü k s e k  k u r u m u  A t a t ü r k  k ü l t ü r  
m e r k e z i  y a y ın l a r  s a y ı : 5 7 , A n k a r a , 1 9 9 2  
Ö z b a y  G ü v e n , O s m a n  D a l a m a n  v e  D u r s u n  Ay a n , ” O s m a n l ı  
D e v l e t i n ’ d e  G ü r e ş i n  K u r u m l a şm a s ı  Ü z e r ın e  B a z ı  D ü şü n c e l e r ” ,  
A l a a d i n  A k o z  b a y r a m  Ü r e k l i  R u h i  Ö z c a n ( h a z . )   
U l u s l a r a r a ı  K u r u l u şu n u n  1 0 0  Y ı l  D ö n e m i n d e  B ü t ü n  Y ö n l e r i y l e  
O s m a n l ı  D e v l e t i  K o n g r e s i , K o n y a , 2 0 0 0  
Â t ı f  K a h r a m a n , O s m a n l ı  D e v l e t i ’ n d e  S p o r , A n k a r a , 1 9 9 5  
D ü n d e n  B u g ü n e  İ s t a n b u l  A n s i k l o p e d e s i , c l i t 3 , İ s t a n b u l , 1 9 9 4  
N a r r a t i v e  o f  t r a v e l s  i n  E u r o p e ,  A s i a ,  a n d  A f r i c a ,  i n  t h e  
s e v e n t e e n t h  c e n t u r y,  b y  E v l i y a  E f e n d i ,  t r a n s l a t e d  b y  J o s e p h  v o n  
H a m m e r,  L o n d o n ,  1 8 3 4 , r e p . 1 9 6 8  
 
寒 川 恒 夫 、『 相 撲 の 人 類 学 』、 大 修 館 書 店 、 1 9 9 5 年  
佐 藤 次 高 、清 水 宏 祐 、八 尾 師 誠 、三 浦 徹 、『イ ス ラ ム 世 界 の ヤ ク ザ －

歴 史 を 生 き る 任 侠 と 無 頼 － 』、 第 三 書 館 、 1 9 9 4 年  
E . N .ガ ー デ ィ ナ ー 著 、 岸 野 雄 三 訳 、『 ギ リ シ ア の 運 動 競 技 』、 プ レ ス
ギ ム ナ ス チ カ 、 1 9 8 1 年  
テ レ ー ズ ・ ビ タ ー ル 著 、 鈴 木 董 監 修 、『 オ ス マ ン 帝 国 の 栄 光 』、 創 元

社 、 1 9 9 5 年  
地 中 海 学 会 編 、『 地 中 海 の 暦 と 祭 り 』、 刀 水 書 房 、 2 0 0 2 年  
新 井 政 美 、『 ト ル コ 近 現 代 史 』、 み す ず 書 房 、 2 0 0 1 年  
 
『 最 新 ス ポ ー ツ 大 事 典 』 正 編 、 大 修 館 書 店 、 1 9 8 7 年  
『 日 本 大 百 科 全 書 』 第 ４ 巻 、 第 2 2 巻 、 第 2 4 巻 、 小 学 館 、 1 9 8 8 年  
『 日 本 大 百 科 全 書 』 第 1 3 巻 、 小 学 館 、 1 9 8 7 年  
『 日 本 大 百 科 全 書 』 第 2 巻 、 小 学 館 、 1 9 8 5 年  
『 イ ス ラ ム 事 典 』 1 9 8 2 年 、 平 凡 社  
 

参考資料  

ホ ー ム ペ ー ジ  ” Tu r k i s h  Wr e s t l i n g ”  
h t t p : / / w w w. n e . j p / a s a h i / b a y s i d e / y o k o h a m a /  
O t t o m a n  E m p i r e  i n  M i n i a t u r e s ,  A n k a r a ,  n . d .  
ト ル コ 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク （ 日 本 語 版 ） 1 9 9 9 年 、 ト ル コ 政 府 観 光 局  


